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� 行政

認
知
機
能
検
査
結
果
に
注
意

　

警
察
庁
の
ま
と
め
で
は
75
歳

以
上
に
な
り
運
転
免
許
証
更
新

時
な
ど
に
認
知
機
能
検
査
を
受

け
た
高
齢
者
の
中
で
、
昨
年
１

年
間
に
交
通
死
亡
事
故
を
起
こ

し
た
の
は
３
８
５
人
で
し
た
。

そ
の
う
ち
約
半
数
の
１
８
９
人

が
認
知
症
の
恐
れ
が
あ
る
「
第

１
分
類
」
か
認
知
機
能
低
下
の

恐
れ
が
あ
る
「
第
２
分
類
」
と

判
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

運
転
を
不
安
に
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な

さ
ん
、
最
近
、
運
転
を
し
て
い

て
「
若
い
頃
と
ち
ょ
っ
と
違
う

な
」「
お
か
し
い
な
」「
高
齢
に

な
っ
て
、
自
分
の
運
転
が
不
安

に
な
っ
て
き
た
」
と
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、

ご
家
族
に
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
安
全

に
運
転
で
き
て
い
る
か
、
事
故

を
起
こ
し
た
り
し
な
い
か
心
配

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

次
の
ペ
ー
ジ
の
運
転
危
険
度

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
あ
な
た
は

大
丈
夫
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
５
つ
以

上
に
あ
て
は
ま
っ
た
ら
、
こ
れ

か
ら
の
運
転
に
つ
い
て
考
え
た

り
、
家
族
で
話
し
合
っ
た
り
す

る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
月
号
で
は
最
近
た
び
た
び
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
や
、
運
転
免
許
証
自
主

返
納
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
内
交
通
事
故
死
ゼ
ロ 

４
５
０
０
日
達
成
！

あ
な
た
の
運
転
は
大
丈
夫
？

　

５
月
６
日
に
古
平
町
は
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
北
海

道
か
ら
古
平
町
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
町
内
の
交
通
死

亡
事
故
は
平
成
18
年
１
月
９
日

に
国
道
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
事
故

以
来
、
現
在
ま
で
約
12
年
４
か

月
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
伝
達
式

は
５
月
24
日
に
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

古
平
町
の
後
志
管
内
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
継
続
日
数
は
現
在
４

位
（
表
１
参
照
）
で
、
北
海
道

内
の
１
位
は
５
月
10
日
に
８
５

０
０
日
を
達
成
し
た
西
興
部
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

表１　後志管内交通事故死ゼロ継続日数

１位 積 丹 町 6,473日

２位 京 極 町 5,219日

３位 島 牧 村 5,013日

４位 古 平 町 4,500日

５位 留 寿 都 村 4,204日

※平成30年5月6日現在

交通安全街頭啓発のようす

３種類の
認知機能検査結果判定

第１分類　
　認知症の恐れがある

第２分類　
　認知機能低下の恐れがある

第３分類　
　認知機能低下の恐れがない
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行政

　

も
し
、
同
乗
者
の
方
が
危
険

な
場
面
に
遭
遇
し
た
ら
「
危
な

か
っ
た
よ
」
と
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ

バ
ー
が
危
険
を
自
覚
で
き
る
よ

う
な
声
掛
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

気
付
か
ず
変
化
し
て
い
く
心
身

　

加
齢
と
と
も
に
体
は
変
化
し

て
き
ま
す
。
例
え
ば
視
野
が
狭

く
な
っ
た
り
、
記
憶
力
・
判
断

力
が
鈍
く
な
っ
た
り
…
。
そ
の

た
め
、
若
い
こ
ろ
の
よ
う
な
運

転
が
で
き
な
く
な
り
、
運
転
時

の
操
作
ミ
ス
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
安
全
運

転
を
続
け
て
き
た
優
良
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
安
全
運
転
を
続
け
ら
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

と
ど
う
な
る
の
？

　

高
齢
に
な
り
、
ご
自
身
の
運

転
に
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た

方
は
、
運
転
免
許
証
の
「
自
主

返
納
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
自
主
返
納
制
度
は
「
安
全

の
た
め
に
、
自
動
車
の
運
転
を

【
卒
業
】
し
よ
う
か
な
」
と
考

え
る
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

有
効
期
限
が
残
っ
て
い
る
運
転

免
許
証
を
、
自
ら
の
意
志
で
返

納
す
る
制
度
で
す
。

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
方
は
、
申
請
す
る
と
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
え
る

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の

申
請
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
の
申
請
件
数

は
42
万
件
を
超
え
て
お
り
、
そ

の
半
数
以
上
を
75
歳
以
上
が
占

め
て
い
ま
す
。

自
主
返
納
や
運
転
経
歴
証
明
書

の
手
続
き
は
余
市
警
察
署
で

　

自
主
返
納
や
運
転
経
歴
証
明

書
の
手
続
き
は
余
市
警
察
署
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
自
主
返
納
申
請
が
で
き
る
方

　

自
主
返
納
は
有
効
な
免
許
証

を
持
っ
て
い
る
本
人
が
申
請
で

き
ま
す
。
す
で
に
失
効
し
て
い

る
方
や
運
転
免
許
の
停
止
・
取

消
し
の
処
分
を
受
け
て
い
る
方

な
ど
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　

余
市
警
察
署
で
運
転
経
歴
証

明
書
を
も
ら
う
た
め
に
は
手
数

料
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

古
平
町
の
自
主
返
納
支
援
事
業

　

古
平
町
で
は
、
65
歳
以
上
の

町
民
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
場
合
に
、
１
０
０
０
円

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
必
要
書
類

　

運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

　

交
付
手
数
料
の
領
収
書

　

１
０
０
０
円
振
込
先
口
座

　

印
鑑

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
「
も

し
か
し
た
ら
人
が
飛
び
出
し
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危
険

を
予
測
す
る
な
ど
改
め
て
自
身

の
運
転
を
見
直
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
古
平
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

免
許
証
自
主
返
納
や
運
転
経
歴

証
明
書
に
つ
い
て
は

　

余
市
警
察
署

　

☎
22-

０
１
１
０

自
主
返
納
支
援
事
業
は　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１

あなたの運転危険度をチェック！
□ 車のカギや免許証を探しまわることがある
□ 今までできていたカーステレオやカーナビの操作ができなくなった
□ トリップメーターの戻し方や時計の合わせ方がわからなくなった
□ 機器や装置（アクセル、ウィンカーなど）の名前が思い出せない
□ 道路標識の意味が思い出せないことがある
□ スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置がわからない
□ 何度も行っている場所への道順がすぐに思い出せない
□ 運転している途中で行き先を忘れてしまったことがある
□ よく通る道なのに曲がる場所を間違えることがある
□ 車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたことがある
□ 運転中にルームミラーやサイドミラーをあまり見なくなった
□ アクセルとブレーキを間違えることがある
□ 曲がる際にウィンカーを出し忘れることがある
□ 反対車線を走ってしまった（走りそうになった）
□ 右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみにくくなった
□ 気が付くと後ろに車の列が連なっていることがよくある
□ 車間距離を一定に保つことが苦手になった
□ 高速道路を利用することが怖く（苦手に）なった
□ 車線などの合流が怖く（苦手に）なった
□ 車庫入れで壁やフェンスに車体をこすることが増えた
□ 駐車場所のラインや枠内に合わせて車を停めることが難しくなった
□ 日時を間違えて目的地に行くことが多くなった
□ 急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど運転が荒くなったと言われる
□ 交差点で曲がる時に歩行者や自転車が急に現れ驚くことが多くなった
□ 運転時にミスをしたり危険な目にあうと頭の中が真っ白になる
□ 好きだったドライブに行く回数が減った
□ 同乗者と会話しながらの運転がしづらくなった
□ 以前ほど車の汚れが気にならず、あまり洗車をしなくなった
□ 運転自体に興味がなくなった
□ 運転すると妙に疲れるようになった

この中で５つ以上にチェックの入ったあなたは要注意！！
運転免許証の自主返納について真剣に考えてみてください。

運転経歴証明書の見本
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� お知らせ

プールオープン！！
Ｂ＆Ｇ海洋センター

６月１日（金）午後１時～
オープン初日を町民の方限定で無料開放します！
幼児用プールもあります。
今年も多くの方のご利用をお待ちしております！

◆ 開放期間　 ６月１日（金）～９月30日（日）
◆ 開放時間　 午後１時～午後８時30分
◆ 料　　金　 １日券　　　高校生以上　　　５０円
　　　　　　　　　　　　  小・中学生　　　２０円
　　　　　　  シーズン券　高校生以上　１０００円
　　　　　　　　　　　　  小・中学生　　５００円
◆休 館 日　 毎週月曜日（祝日を除く）
◆問合せ先　 海洋センター　☎４２－２３００

Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、バレーや卓球、ダンスなどさまざまな活動をしています。
初心者の方も歓迎しています！見学だけでもＯＫ！海洋センターへお気軽にお問合せください。

注 意 事 項
①水泳帽を着用してください
②�幼児が利用する場合は保護者が同伴し

てください
③�オムツのみの着用の利用はご遠慮くだ

さい
※�水遊び用オムツ使用の場合は、水着を

上から着用し、幼児用プールで遊泳し
てください

④�監視員等の指示に従い、利用上の注意
を守ってください

No. 団　体　名 活　動　場　所 活　　動　　日　　時

1 ゲートボールクラブ アリーナ（１階） 毎週火・金曜日  ９：30～12：00

2 ソフトバレーボール協会 アリーナ（１階） 毎週火・木曜日 19：00～21：00

3 バレーボール同好会 アリーナ（１階） 毎週水・金曜日 19：30～21：00

4 ミニバレーボールクラブ アリーナ（１階） 毎週金曜日 19：00～21：00

5 ラウンド・ワン愛好会 アリーナ（１階）
毎週水・金曜日
11月～４月のみ

12：00～15：00

6 卓球愛好会 トレーニングルーム（２階） 毎週火・金曜日 10：00～12：00

7 剣道少年団 トレーニングルーム（２階） 毎週火・木曜日 18：30～21：00

8 トリムクラブ トレーニングルーム（２階） 毎週水曜日 19：00～21：00

9 フォークダンスサークル トレーニングルーム（２階） 毎週木曜日 12：30～16：00

10 たらつり節踊り愛好会 トレーニングルーム（２階） 第２・第４金曜日 19：00～21：00

※ラウンド・ワン愛好会は屋内パークゴルフ、トリムクラブは体力強化に特化した体操教室です。

◆お問合せ先　 古平町教育委員会（海洋センター）☎４２－２３００

Ｂ＆Ｇ海洋センターでのさまざまな
活動に参加してみませんか？
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出来事

　春の観光シーズンを迎え、古平町内全域で生まれ育
った古平町をごみのないきれいな町にする「クリーン
フェスティバル」が行われました。フェスティバルは
海洋スポーツを町民へ普及啓発している古平町Ｂ＆Ｇ
海洋センターとＢ＆Ｇ古平海洋クラブの主催で毎年行
われています。
　主催者がごみの分別方法や人の敷地に入らないなど
の注意事項を説明後、町内各事業所や中学生、野球ス
ポーツ少年団などから集まった参加者205人は、浜町
方面と西部方面に分かれごみ拾いを開始。手に火ばさ
みとごみ袋を持ち、道路脇や川の土手などに落ちてい
るお菓子やペットボトルなどを丁寧に拾い、１時間ほ
どで370kgのごみを集めました。また、ごみ拾いの
最中には参加者が、四つ葉のクローバーを見つけるな
ど微笑ましい出来事もありました。
　参加した本間陽資さんは「思ったよりもごみは少な
かったが、町に貢献できてよかった」と話してくれま
した。

４
28

　古平町西部方面で約４時間の間に町内家屋の３分
の１の720戸の家屋を焼きつくし、死者２人、負傷者
52人を出した「古平の大火」から69年。その教訓を
忘れないために、古平消防団と北後志消防組合古平支
署が今年も文化会館前などで消防演習を行いました。
　演習では参加した消防団員31人が、放水競技や町
内の公園２カ所での模擬火災訓練など、二度と悲劇を
繰り返すまいと、真剣な表情で取組みました。
　会場を文化会館に移動し、貞村町長は「団員相互の
信頼と連携がより強まったことを確認した。今後も町
民の負託に応えてほしい」と団員らを激励。髙野俊和
消防団長は「今回は入団３、４年の若い隊員を軸に編
成した。今後も町民のみなさまの期待に応えられるよ
う訓練に努めたい」と答辞を述べていました。
　長年の功績が認められ、以下の方が表彰されました。
◆平成30年度古平消防団表彰状伝達者

　日本消防協会長表彰� 30年勤続　団員　相内祐二

５
10

放水競技

模擬火災訓練

2018B&Gクリーンフェスティバルinふるびら

住民の力で地元をきれいな町に

69年前の大惨事を繰り返すまい
古平消防団消防演習
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� 出来事

　文化会館で古平町林野火災予消防対策協議会が行わ
れ、石狩森林管理署やようてい森林組合などの関係機
関から12人が出席し、今年度の林野火災予消防対策
実施方針などについて話し合いが行われました。
　協議会では貞村町長が「北海道の火災は人的なもの
が多く、話し合いを通して火災のない地域にしていき
ましょう」と挨拶しました。また、事務局から平成
29年度は後志管内での火災発生がなかったこと、人
的要因の１つであるたばこの不始末による火災が減少
したことや火災発生時間は10～16時に集中している
ことなどが報告されました。
　また平成30年度には、予防強調期間の設定や山火
事注意のチラシ作成、住民や入林者への注意喚起をす
るなどの活動方針が決定されました。

４
18

協議会のようす

�青い山脈を合唱

水辺の安全教室

　古平町地域福祉センターでふれあい昼食会が開か
れ、町民24人が参加しました。会は65歳以上の１人
暮らしの方が対象で、ひきこもり防止や交流機会の提
供を目的に、古平町社会福祉協議会が古平町食生活改
善推進員会の協力を得て、年５回ほど行っています。
　参加者は談笑しながらお弁当を食べた後、カラオケ
や舞踊を鑑賞。最後には全員で「青い山脈」を歌い盛
り上がりました。
　参加した清水ノリさんは「歌は素晴らしいし、友達
にも会えるのでとても楽しいです」と話してくれまし
た。

4
24

　Ｂ＆Ｇ海洋センターで少年少女わんぱく王国とたけ
なわ学級の開講式が合同で行われ、計34人が参加し
ました。
　式では石川教育長が「他の地域の人や世代をこえた
交流を通して、優しい気持ちや元気な体を培ってくだ
さい」と挨拶後、今年度の講師の紹介がありました。
　式後、少年少女わんぱく王国では、水辺の安全教室
と題して紙芝居形式で水辺の危険箇所を紹介。子ども
達は「フェンスがなく落ちそう」「木があり水に落ち
ても気づかれない」と積極的に発言していました。参
加した上口巽くんは「水に落ちたときはペットボトル
を掴むなど勉強になりました」と話してくれました。
　また、たけなわ学級では今年度の活動方針を話し合
いの上決定しました。

4
28 それぞれの今年度の活動がスタート

少年少女わんぱく王国・たけなわ学級開講式

みんなで合唱し盛り上がる
ふれあい昼食会

昨年度後志管内の林野火災はゼロ
林野火災予消防協議会
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出来事

　幼児センターでこどもの日を楽しんだり意味を知っ
たりするためにこどもの日の会が行われました。
　会では担当保育士が五月人形やこいのぼりの由来を
園児らに問いかけるように説明すると、みんな積極的
に手を挙げて答えていました。また、みんなでこいの
ぼりの歌を歌い紙芝居を見た後には、それぞれが作
ったこいのぼりの作品について、「折り初めをつける
のが難しかった」「こいのぼりに金太郎を乗せました」
など発表していました。最後に、歌に合わせてこいの
ぼりダンスを踊ったりしっぽ取りゲームで遊んだりし
て楽しんでいました。
　しっぽ取りゲームで１位になった越善琉

る
海
い
くんは

「最後まで残って嬉しい。とても楽しかった」と話し
てくれました。

５
２

　西部地区の住民が集まるお達者クラブが西部地区住
民集会所で行われ、参加者17人はビンゴゲームやお
弁当を食べて交流を深めました。お達者クラブは浜
町・西部・沖町の３か所で住民同士の交流などを目的
に住民主体で毎月行われており、おおむね65歳以上
であれば誰でも参加できます。
　今回は参加者が持ち寄った景品がもらえるビンゴゲ
ーム後、参加者が頼んでいたお弁当を食べるなどして
楽しんでいました。
　参加した三浦善二郎さんは「みんなで賑わってとて
も楽しかった」と話してくれました。

５
９

　明和地区健康相談・転倒予防運動教室が明和集会所
で行われ、住民５人が参加しました。
　健康相談では保健師や栄養士が血圧測定や尿検査、
栄養相談などを行い、日頃の疑問や不安についての相
談を受けていました。
　転倒予防運動教室では古平福祉会の辻田作業療法士
を招き、タオルを使って体の各部分をほぐしたり、ス
ポンジボールを使い普段使わない筋肉を鍛えたりしま
した。これにより、とっさのときに足の力が働き転び
づらくなったり、ビンの蓋が開けやすくなるなど日常
生活に良い影響があります。
　参加した佐藤愛子さんは「すごく体が軽くなって良
かったです」と話してくれました。

５
10

作品を発表する園児

お弁当を食べながら談笑する参加者

タオルで体をほぐす参加者

園児らが端午の節句の由来を学ぶ
幼児センターこどもの日の会

みんなで賑やかにゲームや食事
西部お達者クラブ

タオルを使って簡単トレーニング
明和地区健康相談・転倒予防運動教室
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各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生　

陸
・
海
・
空
（
男
子
・

女
子
）
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事
内

容
や
採
用
試
験
に
関
す
る
説
明
会
、
そ
の
他

各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
！

　

平
成
30
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
で
す
。

○�

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
に
自
動
車

を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
道

税
で
す
。

○�

コ
ン
ビ
ニ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
み
）
で
も
納
税

で
き
ま
す
。

○�

５
月
７
日
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

○�

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
方
や
納
税
に

つ
い
て
お
問
合
せ
が
あ
る
方
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
道
税
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

23-

９
４
４
１

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

札
幌
国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
受
験
資
格　

　

高
卒
見
込
み
の
者

　

高
卒
後
３
年
経
過
し
て
い
な
い
者

○
申
込
受
付
期
間

　

６
月
18
日(

月)

～
６
月
27
日(

水)

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://www.jinji-shiken.go.jp/

juken.html
※�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み
で
き
な
い

方
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

〒
０
６
０-
０
０
４
２

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　

☎
０
１
１-

２
４
１-

１
２
４
８

○
第
１
次
試
験

【
基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
試
験
】

　

９
月
２
日(

日)

○
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

10
月
４
日(

木)

○
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
・
身
体
検
査
】

　

10
月
10
日(

水)

～
10
月
19
日(

金)

の
う

ち
指
定
す
る
日

○
最
終
合
格
者
発
表
日　

11
月
13
日(

火)

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

５
０
１
１

　

余
市
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

保
健
所
で
は
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
専

門
医
や
保
健
師
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
場
所
・
日
程

●
対
象
者　

次
に
該
当
す
る
方
な
ど

・
や
る
気
が
出
な
い
・
眠
れ
な
い
・
い
つ

も
気
分
が
落
ち
込
む
・
人
と
う
ま
く
話
せ

な
い
・
物
忘
れ
が
多
く
な
り
心
配
・
家
庭

内
暴
力
・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
心
配

　

な
ど

●
相
談
方
法
な
ど

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
予
約
制
で
す
。

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

倶
知
安
保
健
所　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
支
援
係

　

☎
０
１
３
６-

23-

１
９
５
７

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の
受
講
者
募
集
！

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
協

会
で
は
平
成
30
年
度
の
「
要
約
筆
記
者
養

成
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
定
員　

40
名　

※
18
歳
以
上

　

 

手
書
き
部
門　
　

20
名

　

 

パ
ソ
コ
ン
部
門　

20
名

○
開
催
日
時　

　

８
月
25
・
26
日　

９
月
15
・
16
日

　

10
月
６
・
７
・
20
・
21
日

　

11
月
３
・
４
・
17
・
18
日

　

12
月
８
・
９
日　

※
い
ず
れ
も
土
日

○
開
催
場
所

　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　

（
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
自
己
負
担
）

○
申
込
期
間　

７
月
31
日(

火)

必
着

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

☎
０
１
１-

７
４
６-

１
１
９
４

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！

　

免
許
が
な
い
不
法
無
線
局
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
脅
か
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、
電

波
監
視
を
行
い
、
適
正
な
電
波
環
境
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
ご
相
談
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

☎
０
１
１-

７
３
７-

０
０
９
９

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

倶 知 安 保 健 所
14：00～16：00

余 市 支 所
13：30～15：30

全 日 程 木 曜 日
６月 28日 ７日
７月 26日 ５日
８月 23日 ２日
９月 27日 ６日
10月 25日 ４日
11月 22日 １日
12月 20日 ６日
１月 24日 10日
２月 28日 ７日
３月 28日 ７日

(　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
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古
平
漁
港

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
祭 

開
催
！

　

平
成
30
年
度
古
平
漁
港
東
し
ゃ
こ
た
ん

「
漁
協
祭
」が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日　

時

　

６
月
10
日
、
24
日

　

７
月
22
日
、
９
月
30
日
も
開
催
予
定

　

午
前
９
時
～
売
切
れ
次
第
終
了

◆
場　

所

　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
生
産
部
前

　

鮮
魚
・
え
び
、
う
に
、
水
産
加
工
品
、

野
菜
、
果
物
の
ほ
か
ツ
ブ
な
ど
の
串
焼
き

な
ど
が
販
売
さ
れ
、
買
っ
た
鮮
魚
な
ど
を

焼
い
て
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

６
～
７
月
に
は
、
う
に
丼
も
販
売
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
!!

◇
お
問
合
せ
先

　

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
生
産
部

　

☎
42-

２
５
１
８

本
間
順
司
さ
ん
が
旭
日
双
光
章

　

５
月
８
日
、
平
成
30
年
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
札
幌
市
内
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、

町
長
を
四

期
務
め
た

本
間
順
司

さ
ん
が
高

橋
は
る
み

知
事
か
ら

旭
日
双
光

章
を
受
け

ま
し
た
。

㈱
福
津
組
か
ら
３
０
０
万
円
の
寄
付
！

　

４
月
18

日
、
古
平

町
の
安
心

安
全
の
た

め
に
と
、

株
式
会
社

福
津
組
か

ら
古
平
町

へ
３
０
０

万
円
の
寄

付
が
あ
り

ま
し
た
。

水
道
料
金
の
軽
減
申
請

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請

を
す
る
こ
と
で
水
道
料
金
が
軽
減
（
以
下

「
減
免
」
）
さ
れ
ま
す
。

※�

既
に
水
道
料
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
減
免
さ
れ
る
要
件
を
満
た

さ
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
届
け
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
要　
　

件
〉

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
で
、
住
民
税
が
非
課
税
世
帯

①
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯

②
母
子
又
は
母
子
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

③�

生
計
の
中
心
者
が
身
障
手
帳
１
級
又
は

２
級
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

④�

妻
が
生
計
の
中
心
者
で
、
身
障
手
帳
１

級
又
は
２
級
を
所
持
す
る
夫
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯

⑤
災
害
等
で
生
活
困
窮
し
て
い
る
世
帯

〈
減
免
内
容
〉

　

一
般
家
庭
用
月
額
基
本
料
金
を
２
０
０

円
軽
減
し
ま
す
。
（
基
本
料
金
を
２
２
０

０
円
→
２
０
０
０
円
）

◇
お
問
合
せ
先

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　

☎
42-
２
１
８
１
（
内
線
50
）

6
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科

６
月
３
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

３
８
４
３
）

６
月
10
日
（
日
）

　

中
島
内
科

�

（
☎
22-

３
８
６
６
）

６
月
17
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

�

（
☎
22-

２
８
６
１
）

６
月
24
日
（
日
）

　

な
が
い
小
児
科
医
院

�

（
☎
23-

６
８
８
１
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

新鮮な魚介類を求めできる行列
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� 住民紹介

　

今
年
度
の
古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
結
団
式
が
４
月
14
日
、
古
平
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
12
人
が
今
年
の
活

躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
古
舘
団
長（
小
学
校
教
頭
）

が
「
元
気
な
挨
拶
や
常
に
全
力
プ
レ
ー
、

学
校
の
勉
強
を
頑
張
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
石
川
教
育
長
は

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
大
谷
翔
平

選
手
を
例
に
「
ど
ん
な
選
手
に
な
り
た
く

て
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
た

ら
い
い
の
か
な
ど
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」

と
団
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
紹
介
後
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
井

端
琉
翔
く
ん
が
「
今
年
は
６
年
生
が
い
ま

せ
ん
が
、
僕
た
ち
５
年
生
が
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
き
優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

少
年
団
は
昨
シ
ー
ズ
ン
49
試
合
を
戦
い

18
勝
。
そ
の
勝
利
は
シ
ー
ズ
ン
中
盤
の
７

月
以
降
に
積
み
重
ね
た
も
の
で
、
練
習
の

成
果
が
表
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今

年
は
６
年
生
が
い
な
い
ハ
ン
デ
を
乗
り
越

え
て
勝
利
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。今年の野球スポーツ少年団員

キャプテン井端琉翔くんの決意表明

チ
ー
ム
力
で
優
勝
を
目
指
す
!!

  
古
平
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

結
団
式

Members Introduction

背番号⑤

髙橋 颯太
美国（４年）

背番号④

堀　樹蘭
古平（４年）

背番号⑫

梶原 晟勢
古平（３年）

背番号②

鈴木 雅乃
美国（５年）

背番号⑧

坂田 陵弥
古平（３年）

背番号③

村木 健太
美国（４年）

背番号⑪

佐藤 奏輔
古平（３年）

背番号①

原　汰綺
美国（５年）

背番号⑦

鈴木 鼓堂
美国（３年）

背番号⑩

井端 琉翔
古平（５年）

背番号⑥

山寺 流騎斗
古平（４年）

背番号⑨

村木　葵
美国（２年）
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本の海より ６月は食育月間！ 「食」にまつわる本
　

近
年
、
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
「
食
育
」
と
い

う
言
葉
で
す
が
、
「
食
育
」

と
は
、
「『
食
』
に
関
す
る
知

識
と
『
食
』
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
」（
食

育
基
本
法
よ
り
）
を
指
す
そ

う
で
す
。
食
育
月
間
で
は
、

子
ど
も
の
朝
食
欠
食
・
孤
食

の
問
題
か
ら
食
料
自
給
率
の

低
迷
な
ど
、
食
に
関
す
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
社
会

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回

は
、
「
食
育
」
に
も
役
立
つ

本
を
３
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

春
だ
ね
と
言
葉
を
か
わ
し
喜
び
を
古
平
温い

で

湯
に
友
と
か
た
ら
ふ�

泉　
　
　
清　
三

や
わ
ら
か
な
日
差
に
育
つ
風
知
草
緑
の
線
状
す
が
し
く
染
む
も�

金　
子　
寿　
子

う
す
雲
の
広
ご
る
中
の
山
並
の
春
め
く
風
は
雪
と
か
し
ゆ
く�

坂　
本　
信　
子

温
き
陽
に
芽
吹
き
初
め
た
る
か
ら
松
の
丘
ふ
っ
く
ら
と
大
き
く
見
ゆ
る�

鈴　
木　
時　
子

窓
際
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
の
花
数
を
か
ぞ
え
な
が
ら
の
昼
の
ひ
と
と
き�

田　
中　
香　
苗

あ
ど
け
な
き
十
六
才
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
四
年
後
の
夢
天
辺
め
ざ
せ�

寺　
田　
カ
ツ
子

空
晴
れ
て
昇
る
朝
日
の
美
し
さ
海
面
き
ら
め
き
さ
ざ
波
揺
れ
て�

小
山
内　
い
お
子

古
平
町
岬
短
歌
会

捨
て
畑
に
捨
て
し
桜
の
咲
き
に
け
り

人
が
見
る
桜
は
人
を
見
て
を
り
ぬ

�

渡　
辺　
嘉　
之

沖
空
に
千
切
れ
雲
お
き
春
惜
し
む

山
間
の
風
に
囀
り
の
り
き
た
る

�

高　
橋　
重　
子

一
陣
の
風
に
崩
れ
し
春
の
雲

う
ら
ら
か
や
鴎
に
ま
じ
る
鴉
か
な

�
室　
谷　
弘　
子

凧
揚
の
唸
り
し
糸
の
重
さ
か
な

春
光
や
小
波
舞
台
に
か
ご
め
舞
ふ

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『調理科学のなぜ？楽しい食品成分のふしぎ』
松本仲子 監修　（朝日新聞出版）

　単なるレシピ本
とは違い、科学的
な視点でどうすれ
ば料理が美味しく
なるのかを教えてく
れます。「刺身を美
味しいと感じる厚
さは赤身と白身で
違うのか」や「スポ
ンジケーキを作るとき、卵白の泡立
て方によって違いはあるか」など実
験形式で紹介しています。料理の工
程の大切さがわかります。

『いのちをいただく』
内田美智子 文　（西日本新聞社）

　食肉加 工セン
ターで働く坂本義
喜さんの仕事に対
する葛藤や食べる
ことの意味につい
て描いた作品です。
私たちが普段食べ
ているお肉も、誰
かが牛や豚を殺さないと食べること
はできません。そういった仕事が存
在すること、いのちに感謝すること
を改めて気づかせてくれる一冊です。

『漁師直伝！魚の食べ方４００種 この魚にこの料理』
奥本光魚 著　（農文協）

　魚別の美味しい
食べ方や調理法を
紹介しています。鮮
度の見分け方や
さばき方も載って
いるので魚料理に
チャレンジしたい方
におすすめです。魚を上手に食べら
れるようになるのも食育のひとつかも
しれません。
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氏
　 

名	

生
年
月
日	

保
護
者	

町
内

伊い

藤と
う

　
優か

な

空た

ち
ゃ
ん	

４
・
16	

博
貴
さ
ん	

清
　
住

照て
る

山や
ま

　
大だ

い

悟ご

ち
ゃ
ん	

４
・
24	

大
暁
さ
ん	

本
　
陣

真ま

浦う
ら

　
碧あ

お

士し

ち
ゃ
ん	

４
・
28	

大
輝
さ
ん	

港
　
町

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

	

氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

堀ほ
り

　
　
樫か

し

夫お

さ
ん	

88
歳	

４
・
16	

入
船
町

佐さ

藤と
う

　
和か

ず

子こ

さ
ん	

80
歳	

４
・
20	

港
　
町

梅う
め

内な
い

　
重し

げ

雄お

さ
ん	

80
歳	

４
・
29	

銀
　
座

沖お
き

村む
ら

　
敏と

し

幸ゆ
き

さ
ん	

67
歳	

４
・
26	

入
船
町

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,110人　�（－２）

　男	 1,469人　�（－３）

　女	 1,641人　�（ １ ）

世帯数	1,756世帯�（－２）

外国人	 43人　�（ ０ ）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 41人　�（ ０ ）

平成30年４月末日現在
住民基本台帳人口

　５月９日、交通ルールを理解し、交通事故の恐ろしさ
を園児たちに知ってもらうため、幼児センターで交通安
全指導が行われました。初めに、古平町の交通安全指導
員や警察署員の紹介後、園児らは担当保育士から道路の
渡り方や信号の意味の説明を受けました。その後、みど
り公園までの道のりで信号や横断歩道の渡り方を、実際
に声を出しながら確認。みどり公園ではヤマト運輸の社
員による交通事故の実演や、実際に運送トラックに乗っ
て運転席からの死角の確認をしました。最後に古平駐在
所の宮本所長が「道路を渡るとき確認していてとてもよ
かったです。今日学んだことを忘れないでください」と
講評しました。たいよう組の山崎蓮虎くんは「横断歩道
やトラックに乗り、ちゃんと確認できました」と話して
くれました。

ふるびら 元気っ子 町内に住む満１歳になる子どもを紹介します。
今月号は５月に誕生日を迎えた子どもです。

相
あい

内
うち

 颯
そう

汰
た

ちゃん
５月13日生

保護者　秀海さん
(入船町）　千波さん

千波さんより
元気に歩き回る男の子です。

上
うえ

田
だ

 麻
ま

愛
な

ちゃん
５月31日生

保護者　佑輔さん
(旭 町）　香織さん

香織さんより
歌を聴くと楽しそうに手拍子
する女の子です。

茂
しげ

野
の

 真
ま

央
お

ちゃん
５月31日生

保護者　貴仁さん
(浜 五）　淑恵さん

淑恵さんより
ダンスがとても上手な女の子
です。

幼児センター　交通安全指導

◎
現
金

　
　
３
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　
株
式
会
社
福
津
組

代
表
取
締
役
社
長

　
福

　
津

　
隆

　
範

（
港

　
町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

㊤手を挙げて道路
を渡る子ども達

㊦トラックに乗り
死角を確認するよ
うす
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